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【Ｑ－２１】

　可動支承部を設計する際、レベル２地震動の慣性力による移動量を考慮する必要があるか。

【Ａ－２１】

　道路橋示方書Ⅴ13.2.1解説(2)2)に、可動支承によって支持されている場合、「設計振動単位が橋
台のみから構成される場合で、11.1で規定される橋脚と同様の振動特性を有する橋台に該当しな
い場合の橋台の変位は、零としてよい」とある。なお、橋脚を有する場合は、移動量を考慮する必要
がある。
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